
　

今
後
の
状
況

　

を
注
視
し
、

よ
り
具
体
的
な
導
入
目
標

の
設
定
や
実
績
値
を
含
め

検
討
し
ま
す
。
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議会だより

　

舘
岩
地
域
の
町

　

有
地
に
大
規
模

な
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施

設
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

事
業
会
社
「
南
会
津
太

陽
光
発
電
所
」
の
所
在
地

は
。

　

ま
た
、
正
式
契
約
の
時

期
は
。

町長＝今後の状況を見て検討

「自然エネルギー推進の町」宣言を

　

会
社
の
所
在

　

地
は
東
京
都

中
央
区
で
す
が
、
建
設
着

工
ま
で
に
本
町
に
移
転
し

た
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
電
施
設
に
関

す
る
土
地
の
賃
貸
借
を
、

11
月
28
日
に
契
約
し
ま
し

た
。 町

長
問

　

耐
震
診
断
を

　

し
た
町
有
建

物
は
33
棟
で
、
耐
震
工
事

を
必
要
と
す
る
も
の
は
29

棟
あ
り
、
こ
の
う
ち
小
中

学
校
18
棟
は
今
年
度
中
に

工
事
が
完
了
し
ま
す
。

　

残
り
11
棟
の
耐
震
化
の

計
画
は
、
下
表
の
と
お
り

で
す
。 　

学
校
な
ど
公
共

　

施
設
の
耐
震
診

断
の
結
果
、
非
耐
震
施
設

と
判
断
さ
れ
今
後
解
体
や

耐
震
補
強
の
計
画
さ
れ
て

い
る
建
物
と
費
用
は
。

問町
長

非
耐
震
町
有
建
物
の
管
理
計
画
は

町
長
＝
廃
校
小
学
校
な
ど
５
棟
は
耐
震
化
計
画
な
し

　
「
森
林
組
合

　

合
併
推
進
協

議
会
」
で
、
暫
定
的
に
本

所
を
田
島
地
域
に
設
置
す

る
と
決
定
し
た
こ
と
か

ら
、
４
地
域
か
ら
の
通
勤

距
離
な
ど
を
検
討
し
た
結

果
、
旧
針
生
小
学
校
の
校

舎
が
候
補
に
挙
が
り
ま
し

た
。

　

事
務
所
と
し
て
の
利
用

は
あ
く
ま
で
暫
定
的
で
あ

り
、
町
も
針
生
区
の
意
向

を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し

ま
す
。

　

旧
針
生
小
学
校

　

の
校
舎
は
、
非

耐
震
施
設
と
の
診
断
か
ら

利
用
で
き
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
し
た
が
、「
南
会

津
森
林
組
合
」
の
事
務
所

と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

に
地
区
住
民
は
理
解
で
き

ま
せ
ん
。

　

利
用
可
能
と
判
断
し
た

理
由
は
。

問

町
長

  
湯
田　
　

哲　

 

議
員

町政を問う
一 般 質 問

　

こ
の
施
策
で
町

　

の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
量
が
膨
大
に
な

り
ま
す
。

　
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
の
町
」
を
宣
言
す
べ
き

で
は
。

町
長

問

町有建物の耐震化計画
区　分 施設名称等 概算額等

計 画 中 本庁舎 建  替  え
検 討 中 舘岩総合支所 1,200 万円
検 討 中 伊南総合支所 7,300 万円
検 討 中 南郷総合支所 5,800 万円
検 討 中 南郷体育館 3,500 万円
検 討 中 南郷総合センター 2,200 万円
計画なし 廃校小学校など５棟 ー

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
健
康
維
持
に
取
組
む
人
を
賞
賛
す
る

　
　
ヘ
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
の
導
入
を


